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三次元培養における培養手法と周辺技術動向

　

三次元細胞培養手法の基礎知識と応用研究、培養関連技術開発・技術応用研究の最新状況を解説する。
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　★三次元培養で今何ができるのか？★
・古くて新しいオルガノイド培養法、どのような種類があり、培養の注意点は何か？

・足場材料として、利用されている「ハイドロゲル」コラーゲンゲルを一例に培養への影響因子を解説

・三次元組織化培養法の代表的な手法の一つ「スフェロイド培養」アレイ化培養を例に原理とマウスＥＳスフェロイドの特徴を解説

・臨床応用にも使用されている「細胞シート」生体内・生体外での三次元化を解説

・必要とされる「ヒト多能性幹細胞の大量培養」スフェア培養法と浮遊培養を用いた事例からポイントと課題を解説する

★周辺技術の開発や細胞培養へ関連技術展開はどのようにされているのか？★
・細胞培養技術とともに発展してきた「足場技術」基本的な役割や使用材料の注意点、加工例等、現状の状況を解説

・動物細胞培養に用いられる三次元培養装置について、利用する上での留意点と応用事例を解説

・細胞形態や物性を把握する上で重要な「細胞計測技術」ＳＥＣＭ計測事例ををふまえ、三次元培養細胞の計測ポイントを解説

★周辺技術の開発や細胞培養へ関連技術展開はどのようにされているのか？★
・ＭＥＭＳ技術から生まれた「マイクロ流体デバイス」臓器モデルデバイス事例を紹介した上で話題の「Organ-on-a-chip」を解説

・活用範囲が広がり始めている「3Dプリンティング」。原理やプリンティング方式・構造体の造形の違い等、研究事例をふまえ解説

・様々な産業で応用されはじめている「ＡＩ技術」画像解析事例をふまえ、ＡＩの活用範囲や有用性・課題等について解説

・移植可能な形で細胞培養後の接着足場からの細胞回収。スフェロイド培養と表面加工プレートを利用した事例を基に要点を解説

・培養細胞の「臨床応用」どのような検討を行い、実際の臨床応用までの流れを軟骨再生応用事例をふまえて解説

・「医薬品毒性評価」への培養細胞の応用。in vitro肝毒性評価系の現状とヒトips細胞の研究事例により技術論と課題を解説

・近年目覚ましい進歩を遂げた「遺伝子編集技術」オルガノイド培養細胞研究事例をふまえて、技術の現状と課題を解説

・医療利用に必要な細胞培養後の細胞周期の統一化。ポリマーを基板材料に利用した事例を基に周期解析の留意点や技術論を解説

★細胞の細胞製造の現状や特許戦略・技術開発における流れも解説★

 ・ 多能性幹細胞の培養技術/細胞培養工程の課題/　発明と特許の関係/権利化戦略と特許化事例/製品開発における顧客との関係
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